
学校番号 3003 

令和２年度 工業科（機械系） 

 

教科 工業 科目 原動機 単位数 ２ 年次 ２ 

使用教科書 原動機（実教出版） 

副教材等  

1 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

原動機の構造と機能に関する知識と技術を習得し、産業界を支える人材となることが目標で

す。授業の中では、工業演習や機械製図、機械基礎実習等の専門に関する教科で学んだことを活

用し、学習の効果を高めるよう工夫しましょう。学習する中で基礎的な問題演習を繰り返すこと

で、知識の定着を目指します。 

 

2 学習の到達目標 

原動機の構造と機能に関する知識と技術を習得させ、原動機を有効に活用する能力と態度を育

てることを目標とする。  

 

3 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 
a.関心・意欲・態度 b.思考・判断・表現 c.技能 d.知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

原動機に関わる基礎

的な知識や技術への

関心と、その習得に

意欲があり、合理的

な生産方法を企画

し、実際に活用しよ

うとしている。 

原動機に関わる様々

な事象や問題点を把

握して分析し、それ

に対処するために、

これまでに習得した

知識や技術などを活

用することができ

る。 

原動機に関わる知識

や技術を身に付け、

それをいろいろな場

面で活用できる能力

を身につけている。 

原動機の基礎的な

知識や技術の理解

はもとより、社会の

いろいろな場面で

の問題解決を試み

ることができるよ

うにそれらを相互

に関連させて理解

している 

評
価
方
法 

学習状況の観察 

ノート・プリントの

記述・提出状況 

出席状況 

授業発表 

学習状況の観察 

ノート・プリントの

記述・提出状況 

出席状況 

授業発表 

学習状況の観察 

ノート・プリントの

記述・提出状況 

出席状況 

授業発表 

学習状況の観察 

ノート・プリントの

記述・提出状況 

出席状況 

授業発表 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

 

 

 

 

 



4 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 

主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a b c ｄ 

前
期 

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利
用
と
変
換 

１．エネルギー利用の歴史  

（１）身近なエネルギーの利用 

（２）熱エネルギーの利用 

○ ○ ○ ○ ａ: エネルギーの利用と変換

がどのように行われ今日

に至ったかを探求しよう

としている 

ｂ: エネルギーの利用と変換

がどのように行われ今日

に至ったかを把握し発表

できる 

ｃ: エネルギーの利用と変換

がどのように行われ今日

に至ったかを把握し得た

知識を社会生活の中で活

用できる。 

ｄ: エネルギーの利用と変換

にかかる歴史、課題、展望

を理解している。 

・学習状況

の観察 

・ノート・

プリント

の記述・

提出状況 

・出席状況 

・授業発表 

２．こんにちのエネルギーと動力 

（１）エネルギーの変換 

（２）原動機の発達を振り返って 

○ ○ ○ ○ ａ:今日利用されているエネル

ギーとそれらの動力への

変換方法の概要を把握し、

さらに熱機関を通して、原

動機の発達の傾向やその

方向などを探求しようと

している。 

b: 今日利用されているエネル

ギーとそれらの動力への

変換方法の概要を把握し、

さらに熱機関を通して、原

動機の発達の傾向やその

方向などを発表できる 

c: 今日利用されているエネル

ギーとそれらの動力への

変換方法の概要を把握し、

さらに熱機関を通して、原

動機の発達の傾向やその

方向など理解して、そこで

得た知識を社会生活の中

で活用できる。 

d: 今日利用されているエネル

ギーとそれらの動力への

変換方法の概要を把握し、

さらに熱機関を通して原

動機の発達の傾向やその

方向など理解している。 

 



後
期 

流
体
機
械 

１．流体機械の基礎 

（１）流体の基本的性質 

（２）圧力 

（３）管路の流れ 

（４）流体のエネルギー 

 

○ ○ ○ ○ ａ:流体の基本的な性質を把握

し、また流体や流体の流れ

を力学的に捉えて理解し、

これらをいろいろな場面で

活用しようとしている。 

ｂ:流体の基本的な性質を把握

し、また流体や流体の流れ

を力学的に捉えて理解し、

これらをいろいろな場面で

活用法を発表できる。 

ｃ:流体の基本的な性質を把握

し、また流体や流体の流れ

を力学的に捉えて理解し、

これらをいろいろな場面で

活用できる。 

ｄ:流体の基本的な性質を把握

し、また流体や流体の流れ

を力学的に捉えて理解し、

これらをいろいろな場面で

活用できるように理解して

いる。 

・学習状況

の観察 

・ノート・

プリント

の記述・

提出状況 

・出席状況 

・授業発表 

内
燃
機
械 

１．内燃機械のあらまし 

 

２．ガソリン機関の作動原理 

 

３．ディーゼル機関の作動原理 

○ 

 

○ 

 

○ 

○ 

 

 

 

○ 

 

○ 

○ 

 

○ 

 

○ 

a:いろいろな内燃機関を概観 

  し、内燃機関の適切な活用 

 法を把握しようとしている。 

b: いろいろな内燃機関を概観 

  し、内燃機関の適切な活用 

 法を発表できる。 

c:いろいろな内燃機関を概観 

  し、内燃機関の適切な活用 

 できる。 

d:いろいろな内燃機関を概観 

  し、内燃機関の適切な活用 

 法を理解している。 

 

※ 表中の観点について a:関心・意欲・態度   b:思考・判断・表現 

c:技能         d:知識・理解 

 

 ※ 年間指導計画（例）作成上の留意点 

  ・原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小

単元）の各項目において特に重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）につ

いて○を付けている。 

 


